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今月の主な内容
●地域福祉計画・高齢者福祉計画を策定しました　Ｐ２・３
●健康診査を受けましょう～自己負担額を改定しました～　Ｐ４
●後期高齢者医療制度のお知らせ　P４
●薪ストーブ・給湯器用薪ボイラー設置などの
　　　　　　　　補助金制度をご活用ください　Ｐ５

飯沼地区　棚田の田植え　５月10日（金）
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第
１
期
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
地
域
福
祉
と
は
、
誰
で
あ
っ
て
も
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
幸
せ
に
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
願
い
を
実

現
す
る
た
め
に
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
支
え
合
え
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
地
域
福
祉
の
推
進

に
は
、
住
民
、
地
域
、
事
業
者
、
行
政
な
ど
が
連
携
・
協
力
し
、
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
る
課
題
に
対
し
て
、「
自

助
」「
互
助
」「
共
助
」「
公
助
」
が
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
地
域
福
祉
計
画
は
、
地
域
に
お
け
る
生
活
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
解
決
の
た
め
に
必
要
と
な
る
施
策

や
体
制
な
ど
に
つ
い
て
目
標
を
設
定
し
、
整
備
し
て
い
く
た
め
の
計
画
で
す
。

　

地
域
福
祉
計
画
の
基
本
理
念
を

「
支
え
・
支
え
ら
れ
て
皆
が
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
“
な
か
が
わ
”」

と
し
ま
し
た
。

　

地
域
に
暮
ら
す
誰
に
で
も
居
場
所
、

出
番
や
役
割
が
あ
り
、
と
も
に
暮
ら

し
を
支
え
合
う
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
す
た
め
に
定
め
ま
し
た
。

　

基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
、
４
つ

の
基
本
目
標
を
設
定
し
施
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

基
本
目
標
① 

人
づ
く
り

　

福
祉
や
地
域
福
祉
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
地
域
福
祉
活
動
に
参
加
す

る
人
を
育
て
ま
す
。

①
福
祉
や
地
域
福
祉
へ
の
理
解
・
啓

発
活
動
の
推
進

　

地
域
、
学
校
、
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
村
全
体
で

福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
す
。

②
介
護
予
防
、
健
康
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
の
推
進

　

介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
へ
の
取
組
を
進
め
る
と

と
も
に
、
村
民
が
心
身
と
も
に
健
康

で
実
り
あ
る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

③
地
域
福
祉
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保

　

地
域
福
祉
を
担
う
村
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
民
生
児
童
委
員
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な

ど
の
担
い
手
と
な
る
多
様
な
人
材
の

育
成
、
確
保
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
目
標
② 

場
づ
く
り

　

地
域
で
交
流
す
る
拠
点
づ
く
り
や

機
会
の
創
出
を
支
援
し
ま
す
。

①
多
世
代
・
多
文
化
交
流
や
共
生
、

障
が
い
者（
児
）の
居
場
所
づ
く
り

支
援

　

障
が
い
者
に
対
す
る
施
策
を
充
実

さ
せ
、
就
労
の
支
援
、
居
場
所
づ
く
り
、

障
が
い
児
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

②
社
会
参
加
の
機
会
や
社
会
活
動
の

促
進

　

高
齢
者
や
女
性
、
障
が
い
者（
児
）

な
ど
の
社
会
参
加
や
就
業
の
機
会
の

拡
充
に
努
め
ま
す
。

③
地
域
資
源
の
把
握
・
創
出
や
活
動

の
継
続
促
進

　

今
後
想
定
さ
れ
る
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
資
源
の

創
出
や
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

基
本
目
標 

③

�

仕
組
み
づ
く
り

　

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
暮

ら
し
の
環
境
整
備
、
必
要
な
支
援
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

①
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
む
ら
づ

く
り

　

村
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
が
、
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域

で
見
守
り
、
子
育
て
環
境
の
整
備
、

災
害
時
の
支
援
な
ど
、
多
方
面
の
取

組
を
推
進
し
ま
す
。

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実
と

適
正
利
用
の
推
進

③
権
利
擁
護
の
体
制
整
備
や
成
年
後

見
制
度
の
利
用
促
進

  

高
齢
者
、
障
が
い
者（
児
）、
子
ど

も
な
ど
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
や
差

別
の
解
消
の
た
め
、
権
利
擁
護
の
体

制
を
整
備
し
、
個
人
の
尊
厳
を
守
り

ま
す
。

基
本
目
標 

④

�

つ
な
が
り
づ
く
り

　

包
括
的
な
支
援
体
制
を
整
備
し
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

①
複
雑
化
・
多
様
化
し
た
課
題
へ
の

包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
整
備

　

高
齢
者
世
帯
に
限
ら
ず
、
子
育
て

家
庭
や
ひ
と
り
親
家
庭
、
生
活
困
窮

者
な
ど
が
抱
え
る
複
雑
化
・
多
様
化

し
て
い
る
悩
み
や
不
安
に
対
し
て
、

世
代
や
属
性
を
問
わ
な
い
包
括
的
な

相
談
支
援
体
制
の
整
備
を
目
指
し
ま

す
。

②
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
な
ど
に
よ
る
継
続

的
な
支
援
体
制
の
整
備

　

訪
問
相
談
や
安
否
確
認
を
通
じ
た

要
支
援
対
象
者
の
状
態
把
握
や
関
係

機
関
と
の
情
報
共
有
な
ど
に
よ
り
、

支
援
対
象
者
と
継
続
的
に
つ
な
が
る

こ
と
が
可
能
な
支
援
体
制
を
整
え
ま

す
。

③
多
機
関
協
働
に
よ
る
支
援
体
制
整

備

障
害
者
計
画

第
７
期
障
害
福
祉
計
画

第
３
期
障
害
児
福
祉
計
画

を
策
定
し
ま
し
た

　

障
害
福
祉
計
画
は
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
お
よ
び
地
域

生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確

保
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く

業
務
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
事
項

を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

障
が
い
者
の
高
齢
化
、
障
が
い
の

重
度
化
・
重
複
化
が
進
行
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
家
族
介
護
者
の
高
齢
化

に
よ
り
“
親
亡
き
後
”
の
生
活
へ
の

不
安
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
多
様

化
・
複
雑
化
す
る
障
が
い
者
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
む

ら
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
、
一
人
ひ
と
り

の
違
い
を
認
め
合
い
、
障
が
い
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
も
必
要
で

す
。

　

令
和
５
年
度
に
策
定
し
た
福
祉
に

関
す
る
各
種
計
画
は
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
全
文
掲
載
し
て
い
ま
す
。

中川村
地域福祉

計画
（記事ID:9895）

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係　

内
線
26
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令
和
６
年
度
か
ら
の
高
齢
者
福
祉
計
画

�
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
さ
ら
な
る
人
口
減
少
と
超
高
齢
社
会
に
向
け
、「
尊
厳
の
保
持
」「
自
立
支
援
」「
介
護

予
防
・
重
度
化
予
防
」
を
軸
に
介
護
保
険
な
ど
の
重
要
課
題
に
対
し
取
り
組
む
施
策
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
の
改
定

　

新
し
い
事
業
計
画
の
策
定
に
伴

い
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
第
１
号

被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
介
護
保

険
料
を
改
定
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
２
点
で
す
。

①
保
険
料
の
多
段
階
化

　

今
後
の
介
護
給
付
費
の
増
加
を
見

据
え
、
１
号
被
保
険
者
間
で
の
所
得

再
分
配
機
能
を
強
化
し
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
10
段
階
か
ら
13
段
階

・
高
所
得
者
の
標
準
乗
率
の
引
上
げ

・
低
所
得
者
の
標
準
乗
率
の
引
下
げ

※
高
所
得
者
の
乗
率
引
上
げ
に
よ
る

増
収
分
を
低
所
得
者
の
標
準
乗
率

引
下
げ
に
充
て
る
。

②
基
準
所
得
金
額
の
変
更

　

住
民
税
課
税
対
象
者
（
９
段
階
以

上
）
に
係
る
所
得
区
分
の
変
更
を
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
基
準
額
は
第
５
段
階
で
月

額
６
，４
０
０
円（
据
置
）と
し
ま
し

た
。

元
気
高
齢
者
・
居
宅
要
介
護

（
要
支
援
）者
の

�

幸
福
度
の
上
昇

　

計
画
の
基
本
理
念
を
「
支
え
・
支

え
ら
れ
て
皆
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

“
な
か
が
わ
”」
と
し
、
元
気
高
齢

者
・
居
宅
要
介
護
（
要
支
援
）
者
の

幸
福
度
の
上
昇
を
目
標
に
掲
げ
、
次

の
取
組
を
進
め
ま
す
。

①
高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持
と
自
立
支

援

　

高
齢
に
な
っ
て
も
一
人
ひ
と
り
の

意
思
が
尊
重
さ
れ
、
自
分
の
考
え
を

表
出
で
き
、
自
分
の
持
つ
力
を
行
使

し
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
推
進
し
ま
す
。

②
健
康
・
介
護
予
防
の
取
組
の
推
進

　

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
健
康
を
意
識

し
、
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
を

推
進
し
ま
す
。

③
誰
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り

　

誰
も
が
、
生
き
が
い
や
社
会
と
の

関
わ
り
を
当
た
り
前
に
持
ち
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
に
な
る
よ
う
、

多
分
野
と
協
働
し
推
進
し
ま
す
。

④
持
続
可
能
な
介
護
保
険
事
業
の
整

備
と
円
滑
な
運
用

　

住
民
の
力
と
専
門
職
の
力
が
最
大

限
発
揮
で
き
る
体
制
を
、
多
職
種
と

の
協
働
で
整
備
し
、
限
ら
れ
た
資
源

を
大
切
に
利
用
し
続
け
ら
れ
る
介
護

保
険
事
業
の
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
介
護
保
険

�

制
度
を
目
指
し
て

　

高
齢
者
が
介
護
や
支
援
を
必
要
と

す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、
可
能
な
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を

持
ち
、
自
分
ら
し
く
、
共
に
支
え
あ

い
、
健
康
で
生
活
や
活
躍
が
で
き
る

村
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
社
会
情
勢
を
見
据
え

て
随
時
見
直
し
を
し
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
へ
の
負
担
の
軽
減
も

考
慮
し
た
福
祉
施
策
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
従
来
の
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
で
は
補
え
な
い
暮
ら
し
を
、

村
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
で
作
り
上
げ
、

村
全
体
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

令和６年度から令和８年度の第１号被保険者の介護保険料
個人ごとの介護保険料は、６月にお知らせします。�
段　階 段　階　の　説　明　対　象　と　な　る　方 保険料調整率 保険料
第１段階 世帯全員が住民税非課税の方で､ 生活保護受給者または老齢福祉年金受給者	

世帯全員が住民税非課税の方で､ 本人の年金等収入が80万円以下の方 基準額 ×0.285 月額 1,820円
年額 21,840円

第２段階 世帯全員住民税非課税の方で､ 本人の年金等収入が80万円を超えて120万円未満の方 基準額 ×0.485 月額 3,100円
年額 37,200円

第３段階 世帯全員住民税非課税の方で､ 本人年金等収入が120万円以上の方 基準額 ×0.685 月額 4,380円
年額 52,560円

第４段階 本人が住民税非課税の方で､ 本人の年金等収入が80万円以下の方 基準額 ×0.9 月額 5,760円
年額 69,120円

第５段階 本人が住民税非課税で第4段階に該当しない方 基準額 月額 6,400円
年額 76,800円

第６段階 本人が住民税課税で､ 前年の合計所得金額が120万円未満の方 基準額 ×1.2 月額 7,680円
年額 92,160円

第７段階 本人が住民税課税で､ 前年の合計所得金額が120万円以上210万円未満の方 基準額 ×1.3 月額 8,320円
年額 99,840円

第８段階 本人が住民税課税で､ 前年の合計所得金額が210万円以上320万円未満の方 基準額 ×1.5 月額 9,600円
年額 115,200円

第９段階 本人が住民税課税で､ 前年の合計所得金額が320万円以上420万円未満の方 基準額 ×1.7 月額 10,880円
年額 130,560円

第10段階 本人が住民税課税で､ 前年の合計所得金額が420万円以上520万円未満の方 基準額 ×1.9 月額 12,160円
年額 145,920円

第11段階 本人が住民税課税で､ 前年の合計所得金額が520万円以上620万円未満の方 基準額 ×2.1 月額 13,440円
年額 161,280円

第12段階 本人が住民税課税で､ 前年の合計所得金額が620万円以上720万円未満の方 基準額 ×2.3 月額 14,720円
年額 176,640円

第13段階 本人が住民税課税で､ 前年の合計所得金額が720万円以上の方 基準額 ×2.4 月額 15,360円
年額 184,320円

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係　

内
線
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健
康
診
査
を

�
受
け
ま
し
ょ
う

～
自
己
負
担
額
を

�

改
定
し
ま
し
た
～

　

健
診
は
自
分
の
身
体
の
状
態
を
知

り
、
結
果
と
生
活
習
慣
を
結
び
つ
け

て
振
り
返
っ
た
り
、
必
要
な
受
診
や

治
療
を
受
け
た
り
す
る
た
め
の
大
切

な
機
会
で
す
。
よ
り
多
く
の
方
に
受

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
健
診
料

金
を
左
表
の
と
お
り
改
定
し
ま
し

た
。
同
じ
く
、
人
間
ド
ッ
ク
に
対
す

る
補
助
額
も
改
定
し
ま
し
た
。

　

脳
血
管
疾
患（
脳
梗
塞
・
脳
出
血
）

や
虚
血
性
疾
患
（
狭
心
症
・
心
筋
梗

塞
）
は
、
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
、
脂

質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
重

症
化
し
た
結
果
、
引
き
起
こ
さ
れ
る

病
気
で
す
。
血
圧
や
血
糖
、脂
質（
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
）が
高
い
状
態

は
、
血
管
を
傷
つ
け
る
原
因
と
な
り

ま
す
が
、
血
管
は
痛
み
を
感
じ
な
い

た
め
自
覚
症
状
は
あ
ら
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

生
活
習
慣
病
は
10
年
、
20
年
の
長

い
年
月
を
か
け
て
進
行
し
ま
す
。
毎

年
健
診
を
受
診
し
、
経
年
的
に
検
査

結
果
を
見
続
け
る
こ
と
で
、
生
活
習

慣
病
の
発
症
予
防
や
重
症
化
予
防
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

40
歳
の
無
料
健
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
３
０
０
２

各種健診・検診の自己負担額
Ｒ５年度 Ｒ６年度
金額（円） 金額（円）（増減）

循環器健診（20〜39歳） 2,000 1,000 ➡
国保特定健康診査

（40歳以上※国保加入者） 2,000 1,000 ➡

後期高齢者健診（75歳以上） 410 400 ➡
大腸がん 420 400 ➡

胃がん
1,500 1,500 ➡
4,000 4,000 ➡

肺がん 3,000 3,000 ➡

子宮がん
1,550 1,500 ➡
1,800 1,800 ➡
1,600 1,600 ➡

乳がん
2,380 2,300 ➡
1,600 1,600 ➡

前立腺 630 600 ➡
骨密度 420 400 ➡

人間ドック補助額（国保） 10,000 20,000 扌
人間ドック補助額（後期） 10,000 20,000 扌

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

率
は
、
医
療
給
付
費
な
ど
を
推
計
し

て
２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

長
野
県
に
お
け
る
令
和
６
・
７
年

度
保
険
料
率
は
後
期
高
齢
者
の
増
加

や
医
療
費
の
伸
び
に
加
え
、
現
役
世

代
の
負
担
を
抑
え
る
た
め
の
国
の
制

度
改
正
に
よ
り
、
下
表
の
と
お
り
増

額
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

保
険
料
額
は
６
月
下
旬
に
決
定

し
、
７
月
以
降
に
村
か
ら
決
定
通
知

書
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
制
度
見
直
し
の
背
景

　

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は
毎
年

増
え
、
高
齢
者
医
療
費
は
さ
ら
に
増

え
て
い
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
は
、
窓
口

負
担
を
除
い
て
約
４
割
を
現
役
世
代

が
負
担
す
る
支
援
金
で
ま
か
な
わ
れ

て
お
り
、
高
齢
者
医
療
費
の
増
加
に

伴
い
、
現
役
世
代
の
負
担
は
拡
大
し

て
い
く
見
通
し
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
き
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
の
見

直
し
に
つ
い
て
制
度
改
正
が
行
わ

れ
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
新
制
度
が

始
ま
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
見
直
し
は
現
役
世
代
の

負
担
を
抑
え
、
国
民
皆
保
険
を
将
来

令
和
６・７
年
度
の

�

保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
行
わ
れ
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

内
線
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令和4・5年度

均等割額

所得割額

賦課限度額

均等割額
44,365円 ＋ ＝

所得割額 年間保険料額
限度額は80万円
または73万円

9.45％
または
8.56％

（所得－43万円）×

40,907円

8.43％

66万円

44,365円

9.45％

80万円

令和6年度は、基礎控除額の総所得金額
等が58万円以下の場合は8.56％

令和6年度は、昭和24年3月31日以前に
生まれた方、障害認定の方は73万円

令和6・7年度 備　　考

➡

➡

➡

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
病
気
や
け

が
に
備
え
て
加
入
者
の
み
な
さ
ん
が

お
金
を
出
し
合
い
、
医
療
機
関
に
か

か
る
と
き
の
医
療
費
の
補
助
な
ど
に

あ
て
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

▼
納
税
義
務
者

　

国
民
健
康
保
険
は
世
帯
ご
と
の
加

入
と
な
り
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者

と
な
り
ま
す
（
世
帯
主
が
国
保
に
加

入
し
て
い
な
く
て
も
、
納
税
義
務
者

と
な
り
納
税
通
知
書
は
世
帯
主
宛
て

に
送
付
し
ま
す
）。
納
税
通
知
書
は

６
月
の
発
送
予
定
で
す
。

▼
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

　

国
保
税
は
社
会
保
険
な
ど
と
の
二

重
払
い
を
防
止
す
る
た
め
、
国
保
に

加
入
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
、
脱

退
し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で

月
割
り
で
課
税
と
な
り
ま
す
。
国
保

に
加
入
、
脱
退
さ
れ
る
場
合
は
必
ず

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
遅

れ
る
と
、
加
入
資
格
を
得
た
日
ま
で

遡
っ
て
国
保
税
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

住
民
税
務
課
税
務
係

�

内
線
42

国民健康
保険税

（記事ID:1172）
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中
川
村

森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
事
業
補
助
金

　

村
で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
対

象
経
費
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
設
備

　

薪ま
き

を
燃
料
と
す
る
ス
ト
ー
ブ
、
ボ

イ
ラ
ー
、
暖
炉
お
よ
び
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
設
置

▼
補
助
対
象
者

　

村
内
の
住
宅
な
ど
に
対
象
設
備
を

設
置
す
る
方

▼
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

と
し
、
１
台
に
つ
き
10
万
円
を
限
度

と
す
る
。

中
川
村

竹
林
整
備
利
活
用

推
進
事
業
補
助
金

い
ま
す
。

　

村
で
は
竹
林
の
整
備
・
利
活
用
を

推
進
す
る
た
め
、
竹
林
整
備
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
事
業

　

村
内
の
竹
林
を
整
備
ま
た
は
維
持

す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
、
整

備
開
始
年
か
ら
５
年
目
ま
で
の
事
業

（
皆
伐
ま
た
は
間
伐
で
集
積
ま
た
は

搬
出
を
原
則
と
す
る
）

▼
補
助
対
象
者

　

竹
林
整
備
を
し
よ
う
と
す
る
個
人

ま
た
は
地
区
、
法
人
、
組
合
お
よ
び

こ
れ
ら
に
準
ず
る
団
体

▼
補
助
金
額
な
ど

・
個
人
ま
た
は
地
区
な
ど
に
よ
る
整

備１
年
目
…
10
ａ
当
た
り
10
万
円

（
上
限
30
万
円
）

２
～
５
年
目
…
10
ａ
当
た
り
５
万

円
（
上
限
15
万
円
）

・
業
者
委
託
に
よ
る
整
備

整
備
に
要
す
る
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
１
か
所
上
限
15
万
円
）

中
川
村

　

農
地
耕
作
条
件

改
善
事
業
補
助
金

　

村
で
は
、
農
地
維
持
の
永
続
化
お

よ
び
集
積
・
集
約
化
を
推
進
す
る
た

め
、
対
象
経
費
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
施
設

　

個
人
お
よ
び
法
人
な
ど
が
所
有
す

る
村
内
の
農
地
の
畦け

い
は
ん畔
、
馬
入
れ
お

よ
び
取
水
・
排
水
施
設
な
ど
の
営
農

に
必
要
な
施
設
の
改
良
・
修
繕

▼
補
助
対
象
者

　

村
内
の
農
地
に
お
い
て
５
年
以
上

の
耕
作
を
行
う
農
業
者

▼
補
助
金
額
な
ど

　

詳
細
は
下
表
を
参
照

農地耕作条件改善事業補助金額等
事業の種類 対象となる経費 条件 補助率等

一 般 事 業

⑴農地の面的整備に係る経費
田畑の区画拡大、暗

あんきょ

渠排水、
湧水処理、畦畔・馬入れなど
の補強、整備など

⑵施設の整備に係る経費
取水・排水口、農作業道など
の整備など

⑴施工に係る経費が20万円
以上、または補助金額10
万円以上の事業とする。

⑵国県補助対象事業以外の事
業とする。

⑴対象者が直営施工する
場合

　資材費は10分の10以
内、重機など借上費は
２分の１以内とする。

⑵業者などへ工事を請け
負わせる場合

　請負代金のうち、直接
工事費の2分の1以内と
する。ただし、既設施
設の除去費に係る工事
分は10分の10以内と
する。

⑶１事業につき１回の交
付を限度とし、50万円
を限度とする。ただし、
一般事業における担い
手以外の対象者は30万
円を限度とする。

災害復旧事業

⑴農地の被災箇所復旧に係る
　経費

豪雨などにより被災した田畑
の面、畦畔・馬入れなどの復旧

⑵施設の被災箇所復旧に係る
　経費

豪雨、洪水などにより被災し
た取水・排水口、農作業道な
どの復旧

⑴異常な自然現象により発生
した災害とする。

⑵農林水産業施設災害復旧事
業費国庫補助の暫定措置に
関する法律にかかる事業の
対象以外の事業で、施工に
係る経費が10万円以上50
万円以下の事業とする。

　

各
補
助
金
の
申
請
方
法
な
ど

は
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、
産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

�

内
線
31

　

竹
林
の
荒
廃
は
、
全
国
規
模
で
深

刻
と
な
っ
て
お
り
、
村
内
に
お
い
て

も
放
置
さ
れ
荒
れ
た
竹
林
が
増
え
て

薪
ス
ト
ー
ブ
・
給
湯
器
用
薪
ボ
イ
ラ
ー
設
置
な
ど
の

補
助
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
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（
第
66
回
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

～ 

た
い
せ
つ
に  

み
ず
は
み
ん
な
の  

た
か
ら
も
の 

～

　

私
た
ち
が
普
段
生
活
す
る
な
か

で
、
水
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
す
。
こ
の
水
に
対
す
る
国
民
の
理

解
と
関
心
を
深
め
、
ま
た
公
衆
衛
生

の
向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る

目
的
で
、
昭
和
34
年
か
ら
水
道
週
間

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
小
学
生
に
よ
る
上
水
道

施
設
の
見
学
な
ど
を
行
い
、
水
道
に

つ
い
て
の
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

村
営
水
道
は
、
昭
和
52
年
に
完
成

し
、
村
内
に
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
の
給
水
人
口
は
４
，５
８
３
人

で
、
普
及
率
は
99
・
３
％
で
す
。
水

源
は
、
南
向
地
区
に
沢
入
浄
水
場
、

片
桐
地
区
に
は
７
つ
の
深
井
戸
が
あ

り
、
各
水
源
の
水
を
９
つ
あ
る
配
水

池
か
ら
各
家
庭
に
給
水
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
飯
島

町
と
協
定
を
結
び
、
針
ヶ
平
配
水
池
、

横
前
地
区
と
の
連
絡
管
を
通
し
て
常

時
受
水
を
行
っ
て
い
ま
す
。
水
道
施

設
の
状
況
や
使
用
さ
れ
て
い
る
水
の

量
な
ど
は
、
役
場
に
設
置
さ
れ
て
い

る
集
中
監
視
装
置
で
管
理
し
て
い
ま

す
。

　

施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
修
繕

も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
安

定
供
給
の
た
め
計
画
的
に
施
設
更
新

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

村
営
水
道
の
老
朽
化
が
進
み
、
た

び
た
び
漏
水
が
起
き
て
い
ま
す
。
漏

水
は
、
主
に
水
道
管
に
亀
裂
が
入
っ

た
り
、
管
の
継
手
が
外
れ
て
し
ま
う

こ
と
で
発
生
し
ま
す
が
、
水
道
管
が

地
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
た
め
発
見

が
難
し
く
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
す
。
も

し
、
お
近
く
で
普
段
水
気
の
無
い
場

所
が
湿
っ
て
い
た
り
、
そ
こ
か
ら
水

が
流
れ
て
い
る
場
合
は
漏
水
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
水
道
係
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
家
庭
で
の
漏
水
も
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

か
ら
宅
内
の
水
道
管
に
つ
い
て
は
使

用
者
の
管
理
（
修
繕
含
む
）
と
な
り

ま
す
の
で
、
隔
月
の
検
針
水
量
の

チ
ェ
ッ
ク
や
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
定

期
的
な
確
認
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

漏
水
の
発
見
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

６
月
１
日（
土
）か
ら
７
日（
金
）ま
で「
水
道
週
間
」で
す

建
設
環
境
課
水
道
係

内
線
59
・
63

　４月から中川西小学校長としてお世話になっております、高橋信と申します。飯田市の
中学校に勤務していたことがありましたので、西の農道、真ん中の国道、東の坂戸峡から
の道など、その時の気分で中川村を通っていました。特に４月の頃は坂戸峡を通ることが
圧倒的に多かったです。Ｓ字を曲がると迫り来る桜が、なんと気持ちのよい道なのだろう
か、と思わせてくれました。そんな思いを持って中川西小学校に赴任してきました。よろ
しくお願いいたします。また、西小の児童を始め、多くの方から心温まる歓迎の言葉をい
ただきました。心より感謝申し上げます。

　さて、先日本校の近くの信号のないＴ字路で中学生が横断するのを待つために車を止めました。すると同じくその
中学生も歩みを止め、軽く会釈をしながら、手で“どうぞ通ってください”という仕草をしました。結果的に中学生
に先に行ってもらいましたが、その際も中学生はやや小走りに、頭を下げながら、という姿でした。地理的に西小の
卒業生であることが容易に想像できました。
　このような中学生の姿はこの地域の方々にとっては当たり前に見かける姿なのかもしれません。ですが、そのよう
な当たり前の姿だとしても、その中学生の姿は、私の心を温かくし、清

すがすが

々しい気持ちにしてくれたのは間違いありま
せん。また、そのような中学生を育んできた保護者やこの中川村の地域の方々、中川の小中学校の教育実践の素晴ら
しさを感じました。そして自分もその中に今おかれていることを実感しました。
　４月５日（金）に29人の１年生を迎え、全校児童138人でスタートした本校です。前述の中学生のエピソードはほん
の一例ですが、本校の学校教育目標「心身ともに健康でがんばり合える子ども」の育成に向け、これまで地域の方々
や保護者の皆様、そして学校職員が育んできたことがうかがえました。138人の子どもたちには、相手を思いやる心、
気遣う心、そして自分や他者を大切にする心の素地が根付いており、その『心』をさらに輝かせるのは私たち学校の
使命であると考えています。
　子どもたちが持っている素地を生かし、地域との関わりや級友との関わりなどを通して、人間関係の構築やコミュニ
ケーションを大切にしながら、互いに学び合い高めあっていこうとする子どもたちの姿を目指したい、と考えています。
　大変微力ではありますが、本校の先生方と共に力を合わせて頑張っていきます。どうか引続きご支援とご理解、ご
協力をよろしくお願いいたします。

新しく中川西小学校に就任された
高
たかはし

橋　信
まこと

　校長先生
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本との出会い 中川村図書館

だ よ り図書館
●2024年５月／第 153 号●　　中川村片桐4757　　TEL  88−1005

ゆい＊パペットシアター

三味語り人形芝居
◆時間：午前10時30分から
◆場所：中川文化センター２Ｆ　小ホール
◆プログラム
　・絵ばなし（紙芝居）
　　「かもとりごんべえ」

　・三味語り人形芝居
　　「唄って♪
　　　　おおかみさん」

　東京都八王子市を拠点として活動、三味線の生演奏を用い
たひとり人形芝居が持ち味です。

本・雑誌・ふろくの
� 払い出し
◆時間：午前10時から
◆場所：中川文化センター
　　　　エントランスホール  ほか

令和6年6月22日（土）
10時スタート！

第27回 図書館まつり
絵本マラソン完読者

　表 彰 式　
今年も完読者がいらっしゃいます！

◆時間：午前10時15分から
◆場所：文化センター2Ｆ　小ホール

「昨年の表彰式の様子」

５・
６・７
月
の

�

テ
ー
マ
展
示

☆
公
民
館
講
座
関
係
の
展
示

　
「
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

５
月
８
日
～
５
月
19
日

　
「
茅
（
か
や
）」

６
月
４
日
～
６
月
16
日

　
「
ホ
タ
ル
」

６
月
18
日
～
６
月
30
日

　
「
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
」

６
月
25
日
～
７
月
７
日

☆「
い
わ
さ
ゆ
う
こ
」の
絵
本

６
月
18
日
～
７
月
21
日

ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
美
術
館
企
画
展

「
い
わ
さ
ゆ
う
こ
絵
本
原
画
展
」

�

６
月
22
日
～
７
月
22
日

☆「
金
魚
」の
本

６
月
４
日
～
７
月
14
日

　
公
民
館
講
座
「
金
魚
す
く
い
」

�

６
月
９
日

　
全
国
金
魚
す
く
い
選
手
権

　
長
野
県
予
選
大
会�

７
月
13
日

☆
「
宮
澤
賢
治
」
特
集

６
月
25
日
～
７
月
14
日

自
主
事
業
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
宮
澤
賢
治
の
た
か
ら
ば
こ
」

�

７
月
13
日

�

ほ
か
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50

中
川
村
の
奇
石
・
名
石
・
珍
石

風
三
郎
神
社

　奥
の
院
の
岩
穴 52

中
川
村
の
奇
石
・
名
石
・
珍
石

中
川
村
の
道
標

　
　〜
江
戸
〜

み
ち
し
る
べ

◎あなたの言葉を
辻村 深月　著

毎日新聞出版社
　あの時、のみこんだひと言。
いま感じている気持ち。その言
葉はいつか必ず、あなたを助け
てくれる。作家・辻村深月が自
らの体験を元にまっすぐに語り
かけるエッセイ集。

新着おすすめ本

◎難しいことはわかりませ
　んが、50歳でも農業を始
　められますか?

深瀬 貴範　著
淡交社

　セカンドキャリアに農業を始める人
に向けて、始め方、情報の集め方、行
動のしかたをわかりやすく解説。50歳
前後で農業にキャリアチェンジした先
輩たちのインタビュー、農業の用語集、
各都道府県の相談先一覧なども収録。

◎成瀬は信じた道をいく
宮島 未奈　著

新潮社
　知らぬ間に多くの人に影響を
与えながら、我が道を突き進む
成瀬あかり。幼馴染の島崎が故
郷に帰ると、成瀬が書置きを残
して失踪しており…!? 本屋大賞
「成瀬は天下を取りにいく」の
続編。

◎こまどりたちが
� 歌うなら

寺地 はるな　著
集英社

　親戚の伸吾が社長を務める小
さな製菓会社に転職した茉子。
サービス残業や女性スタッフに
よるお茶くみなど、会社の中の
「見えないルール」が見過ごせ
ず、声をあげていくが…。

◎姥玉みっつ
西條 奈加　著

潮出版社
　名主の書役として暮らすお麓
の閑居へ、幼馴染のお菅とお修
が転がり込んできた。お麓は安
穏の余生を送ろうとしていた
が、ある日、お菅が空地で倒れ
た女と声が出せない少女を見つ
けてきて…。

　

今
回
は
、
中
川
村
の
道
標
の
な
か

で
も
、
江
戸
時
代
に
建
立
さ
れ
た
と

お
も
わ
れ
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
。

　
　

右
ハ
む
ら
み
ち

　
　

左
ハ
ぜ
ん
く
ハ
う
じ
み
ち

　

飯
沼
の
旧
道
の
辻
に
置
か
れ

て
い
る
道
標
で
、「
右
は
村
（
集

落
）
に
行
く
み
ち
。
左
は
善
光

寺
に
つ
う
じ
て
い
る
み
ち
。」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
ぜ
ん

く
ハ
う
じ
み
ち
」
と
い
う
の
は
、

善
光
寺
街
道
と
は
別
の
道
で
あ

る
が
、
こ
の
方
向
へ
行
け
ば
い
ず
れ

善
光
寺
に
た
ど
り
つ
け
る
。
ほ
か
に

も
美
里
の
黒
牛
や
谷
田
の
「
く
ハ
ん

お
ん
道
」（
観
音
道
）
や
中
川
の
飯

綱
山
の
道
標
も
あ
り
、
道
標
は
当
時

の
信
仰
の
対
象
が
見
え
て
く
る
石
造

物
で
も
あ
る
。

　

ま
た
、
行
き
先
の
地
名
を
記
し
た

道
標
も
あ
る
。
右
の
写
真
は
馬
頭
観

音
の
文
字
の
両
脇
に
「
小
和
田
道
／

飯
島
道
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
下
の

二
枚
の
写
真
は
、
右
が
馬
頭
観
音
像

の
わ
き
に
「
右
ハ
く
わ
ば
ら
ミ
ち
／

左
ハ
大
く
さ
ミ
ち
」、
左
の
庚
申
像

の
方
は
「
右
ハ
柳
沢
道
／
左
ハ
大
草

道
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に

も
、村
内
に
は
「
四
と
く
道
」（
四
徳
）

や
「
加
志
を
道
」（
鹿
塩
）な
ど
が
記

さ
れ
た
道
祖
神
の
石
像
が
残
っ
て
い

る
。
ナ
ビ
な
ど
な
い
こ
の
時
代
、
道
標

は
移
動
す
る
者
に
と
っ
て
、現
在
位
置

と
行
き
先
を
知
る
た
め
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
武

家
は
も
と
よ
り
、
寺
子
屋
の
普
及
な

ど
で
庶
民
も
簡
単
な
読
み
書
き
が
で

き
た
か
ら
こ
そ
の
道
標
の
文
字
表
記

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
今
、
こ
の
古
い
道
標
を

今
後
ど
う
保
存
し
て
い
く
か
検
討
す

べ
き
時
が
来
て
い
る
。
交
通
手
段
が

変
わ
り
、
道
の
変
更
や
改
修
が
行
わ

れ
る
な
か
で
、
町
中
で
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
て
は
邪
魔
に
し
か
な
ら
な

い
。
下
の
二
体
の
石
像
も
、
そ
れ
ぞ

れ
ほ
か
の
石
像
と
と
も
に
ま
と
め
て

移
転
し
て
残
し
て
あ
る
が
、
道
標
は

そ
の
道
筋
の
そ
の
場
所
に
あ
る
こ
と

で
、
昔
の
道
の
位
置
や
生
活
の
記
録

西
小
付
近
　『
馬
頭
観
音
の
両
側
に

「
小
和
田
道
／
飯
島
道
」と
あ
る
』

『別の場所から移された石像群の中、道標のある石像』

と
な
る
。
で
き
う
る
な
ら
元
の
位
置

情
報
の
記
録
を
取
っ
た
う
え
で
、
で

き
る
だ
け
近
い
位
置
に
残
し
て
お
き

た
い
も
の
で
あ
る
。

『飯沼　根木屋辻』
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知
り
合
い
の
方
の
箱
罠
に
ア
ナ
グ
マ
が
か
か
っ
た
の
で
食
べ
ま
し
た
。
解

体
し
て
い
く
と
シ
カ
と
は
異
な
る
位
置
に
骨
が
あ
っ
た
り
し
て
興
味
深
か
っ

た
で
す
。

　

熟
成
（
肉
の
水
分
を
抜
き
な
が
ら
冷
蔵
庫
に
置
い
て
お
く
こ
と
）
を
始
め

て
か
ら
日
が
浅
い
う
ち
は
調
理
時
に
そ
こ
そ
こ
の
臭
み
が
あ
り
、
先
日
食
べ

た
タ
ヌ
キ
が
戻
っ
て
来
た
の
か
と
思

い
ま
し
た
。
調
理
中
の
匂
い
と
肉
の

味
に
は
多
少
ク
セ
が
あ
る
も
の
の
、

脂
が
甘
く
て
美
味
し
い
で
す
。
味
噌

と
み
り
ん
と
酒
に
漬
け
込
ん
で
お
い

た
り
、
ニ
ラ
と
一
緒
に
炒
め
た
り
す

る
こ
と
で
臭
み
が
多
少
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
冷
め
て
も

美
味
し
く
、
食
べ
応
え
が
あ
る
た
め
弁
当
に
入
れ
る
の
も
お
す

す
め
で
す
。
与
田
切
公
園
で
昼
食
を
と
っ
た
日
に
は
弁
当
箱
の

中
の
ア
ナ
グ
マ
に
も
散
り
か
け
の
桜
を
見
せ
て
あ
げ
ま
し
た
。

写
真
：
弁
当
右
側
に
見
え
る
黒
い
肉
が
ア
ナ
グ
マ
で
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
！
田
熊
で
す
。

　

花
粉
が
多
く
な
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
今
年
か
ら
花
粉
症
デ

ビ
ュ
ー
し
て
し
ま
い
、
目
の
か
ゆ
さ
と
鼻
水
が
止
ま
ら
ず
、
つ
ら
い
日
々
を

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
今
月
は
、
村
内
の
桜
の
開
花
状
況
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
、
陣
馬
形
山

の
登
山
道
草
刈
り
、
今
年
度
の
活
動
計
画
を
立
て
る
な
ど
し
て
お
り
ま
し

た
。
準
備
期
間
と
い
う
こ
と
で
大
き
な
こ
と
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

桜
の
開
花
状
況
を
記
録
し
始
め
て
４
年
目
と
な
り
ま
す
。
年
々
桜
に
つ
い

て
詳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
桜
の
品
種
や
つ
ぼ
み
の
具
合
、
気
温
か
ら
開

花
の
時
期
を
予
測
す
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
が
身
に
つ

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
正
確
な
情
報
を
発
信
で
き
て
う

れ
し
い
反
面
、
そ
れ
に
比
例
す
る
形
で
桜
に
対
す
る
感

動
も
薄
れ
て
き
ま
し
た
。
綺き
れ
い麗
だ
と
思
う
の
で
す
が
心
動
か
さ
れ
る
感
覚
が
な
い

の
で
す
。
慣
れ
と
は
怖
い
も
の
で
す
ね
。
歳
を
取
る
と
時
の
流
れ
が
早
く
感
じ
る

理
由
の
一
端
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

活
動
報
告
か
ら
は
話
し
が
ず
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
関
係
人
口
創
出
･
農
産

物
販
売
促
進
の
た
め
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

写
真
：
大
草
城
址
公
園
の
桜

地域おこし協力隊活動記 vol.117 …それぞれの活動から…

田熊清太朗
（隊員歴４年目）

 主な業務 　
農業観光の振興

宇津木佑夏
（隊員歴２年目）

 主な業務 　
林業振興と里山を
生かした地域振興
など

「春の大三角」と「春の大曲線」を見てみよう！

銀河ドーム〔開館日〕木・金・土曜日および祝日の前日
５月～９月　午後７時30分～午後９時30分
TEL88－4288（開館時のみ対応）

開館日は村公式ホームページの
開閉館日カレンダーでご確認い
ただけます。

　しし座のデネボラ、オレンジ色に輝くうしかい座のアークトゥル
ス、青白い色に輝くおとめ座のスピカをつないで春の大三角と呼ん
でいます。
　また、北斗七星からアークトゥルス、スピカを曲線でつないで春
の大曲線と呼んでいます。

★ソンブレロ銀河★
　おとめ座の近くにはソンブレロ銀河があります。銀河をほぼ真
横からみた姿で、暗黒星雲が銀河を一直線に横切る様子がとても
魅力的です。

（M104）

春の大曲線

春の大三角

北斗七星

うしかい座
アークトゥルス

しし座

デネボラ

おとめ座
スピカ

ソンブレロ銀河

　春の星空の代表として、「春の大三角」と「春の大曲線」があり
ます。東の空から上がってくるこの時期にぜひ見つけてみま
しょう！
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自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す

総
務
課
危
機
管
理
係

内
線
21

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
自
転
車

利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力

義
務
化
さ
れ
、
村
で
は
自
転
車
利
用

者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
推
進
し
、

重
大
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目

的
に
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購

入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

①
対
象
者

・
村
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居
住

さ
れ
て
い
る
方

・
村
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

②
対
象
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

・「
Ｓ
Ｇ
・
Ｃ
Ｅ
・
Ｇ
Ｓ
」
な
ど
の

安
全
認
証
を
受
け
た
も
の
で
、
令

和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し

た
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

③
補
助
金
額

・
購
入
な
ど
に
か
か
る
費
用
の
２
分

の
１
以
内
（
上
限
３
千
円
）

④
申
請
書

・
役
場
窓
口
お
よ
び
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ヘルメット
補助

（記事ID:9274）

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
ら

総
務
課
危
機
管
理
係

内
線
21

　

村
で
は
全
村
民
を
対
象
に
南
信
交

通
災
害
共
済
に
加
入
し
て
お
り
、
国

内
の
道
路
上
で
発
生
し
た
交
通
事
故

で
死
亡
・
け
が
・
後
遺
症
に
な
ら
れ

た
時
に
、見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

万
が
一
事
故
に
遭
わ
れ
た
ら
、
警

察
に
「
人
身
事
故
」
と
し
て
届
出
を

行
い
、
役
場
に
て
手
続
き
を
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
見
舞
金
に
つ
い
て

・
死
亡　

２
０
０
万
円

・
け
が　

事
故
の
日
か
ら
１
年
間
に

か
か
っ
た
入
院
・
通
院
に
つ
い
て

入
院
（
２
日
以
上
）

１
日
目
か
ら
日
額
２
，０
０
０
円

通
院
（
３
日
以
上
）

１
日
目
か
ら
日
額
５
０
０
円

右
記
に
基
礎
見
舞
金
２
万
円
を
加

え
た
金
額
（
上
限
２
０
万
円
）

・
後
遺
障
害　

身
体
障
害
１
・
２
級

　

お
よ
び
植
物
症　

40
万
円

　

身
体
障
害
３
級　

30
万
円

▼
見
舞
金
請
求
期
限

・
死
亡
・
傷
害　

事
故
の
日
か
ら
起

算
し
て
13
か
月
以
内

・
後
遺
障
害　

事
故
の
日
か
ら
起
算

し
て
24
か
月
以
内

※
対
物
事
故
や
対
人
事
故
の
補
償
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
南
信
交
通
災
害
共
済
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

南信交通
共済

結
婚
新
生
活
を
応
援
!!

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
23

　

村
で
は
結
婚
を
し
て
村
内
に
居
住

し
な
が
ら
新
婚
生
活
を
始
め
る
世
帯

の
経
済
的
支
援
を
図
る
た
め
、
居
住

費
や
引
っ
越
し
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

▼
対
象
世
帯
（
す
べ
て
に
該
当
）

①
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７

年
３
月
31
日
ま
で
に
入
籍
し
、
夫

婦
と
も
に
中
川
村
内
に
住
所
を
有

す
る
世
帯

②
夫
婦
の
所
得
合
計
が
５
０
０
万
円

未
満
（
奨
学
金
を
返
済
し
て
い
る

場
合
は
年
間
返
済
額
を
控
除
）

③
夫
婦
と
も
に
婚
姻
日
に
お
け
る
年

齢
が
39
歳
以
下
の
世
帯

▼
対
象
費
用

①
住
宅
購
入
費

②
住
宅
の
新
増
改
築
に
係
る
工
事
請

負
費

③
住
宅
に
係
る
賃
貸
料
、
敷
金
、
礼

金
、
共
益
費
お
よ
び
仲
介
手
数
料

な
ど

④
引
っ
越
し
に
要
す
る
費
用

▼
一
世
帯
あ
た
り
の
補
助
金

　

①
夫
婦
と
も
に
39
歳
以
下
の
世
帯

�

上
限　

30
万
円

　

②
夫
婦
と
も
に
29
歳
以
下
の
世
帯

�

上
限　

60
万
円

▼
交
付
回
数

・
対
象
夫
婦
１
組
に
つ
き
１
回
限
り

　

た
だ
し
、
交
付
申
請
額
が
上
限
額

に
達
し
な
か
っ
た
場
合
、
翌
年
度
に

限
り
差
額
分
の
補
助
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
な
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
む
ら
づ
く
り
係
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

結婚新生活
（記事ID:9909）

中
川
村
広
報
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
23

　

村
が
行
う
情
報
発
信
（
広
報
誌
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
）に

関
す
る
感
想
や
ご
意
見
を
お
聞
き
す

る
た
め
、
中
川
村
広
報
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
内
容

　

村
が
実
施
す
る
情
報
発
信
な
ど
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

▼
募
集
人
数　

20
人
以
内

▼
活
動
期
間

　

広
報
モ
ニ
タ
ー
登
録
の
日
か
ら
令

和
７
年
３
月
31
日（
月
）ま
で

▼
応
募
資
格

　

村
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
以
上

の
方

▼
募
集
期
間

　

５
月
31
日（
金
）ま
で

　

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
村
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広報モニター
募集

（記事ID:9732）

ス
マ
ホ
所
有
率
調
査
を

�

実
施
し
ま
す

地
域
政
策
課
Ｄ
Ｘ
推
進
係

内
線
21
・
22

　

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ

ホ
）
の
利
用
を
前
提
と
し
た
サ
ー
ビ

ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
み

な
さ
ん
の
生
活
が
、
よ
り
一
層
便
利

で
快
適
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

ス
マ
ホ
の
活
用
や
普
及
に
関
す
る
施

策
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

▼
対
象

　

全
世
帯

▼
実
施
時
期

　

令
和
６
年
６
月
（
広
報
配
布
時
）

　

詳
し
い
内
容
は
、
広
報
な
か
が
わ

６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



№552広報11

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
43
・
44

　

家
族
間
の
問
題
、
近
隣
の
ト
ラ
ブ

ル
、
高
齢
者
・
子
ど
も
の
問
題
、
金

銭
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
な
ど
の
人
権

に
関
す
る
問
題
、
心
配
事
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

じ
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時

　

６
月
３
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

　

中
川
文
化
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
那
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

�

（
長
野
地
方
法
務
局
伊
那
支
局
）

TEL 

78
―
３
５
４
６

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用

し
た
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
が

�

拡
充
さ
れ
ま
し
た

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
43
・
44

　

国
民
年
金
の
届
出
に
つ
い
て
、
第

一
号
被
保
険
者
資
格
取
得
（
種
別
変

更
）
届
な
ど
の
電
子
申
請
に
加
え

て
、
次
の
申
請
、
届
出
な
ど
に
つ
い

て
も
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
る
電
子

申
請
の
受
付
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

▼
電
子
申
請
の
対
象
と
な
る
手
続

○
関
係
届
書
（
申
出
書
）

・
資
格
取
得
届
・
種
別
変
更
届

・
付
加
保
険
料
納
付（
辞
退
）申
出

・
付
加
保
険
料
該
当（
非
該
当
）届

・
産
前
産
後
免
除
該
当
届

○
口
座
振
替
納
付（
変
更
）申
出
書
兼

還
付
金
振
込
方
法
変
更
申
出
書

○
口
座
振
替
辞
退
申
出
書

○
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
書

○
学
生
納
付
特
例
申
請
書

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
の
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

　

事
前
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
少

な
い
入
力
で
手
続
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

TEL 

０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４

中
川
村
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
協
力
会
員
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

内
線
28

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
（
利
用

会
員
）
と
育
児
の
援
助
を
行
い
た
い

人
（
協
力
会
員
）
が
会
員
と
な
り
、

セ
ン
タ
ー
が
仲
介
し
て
会
員
同
士
で

助
け
合
い
を
行
う
事
業
で
す
。

　

協
力
会
員
に
な
る
た
め
に
は
次
の

講
座
の
受
講
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
会
場

　

中
川
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

▼
受
講
料

　

３
，２
０
０
円

▼
申
込
期
限

　

５
月
31
日（
金
）

　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
村
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ファミリー
サポート
センター

事業
（記事ID:2016）

児
童
手
当
現
況
届
は

原
則
不
要
で
す

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

内
線
28

子
育
て
相
談
を
実
施
し
ま
す

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
３
０
０
２

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で

の
あ
ら
ゆ
る
相
談
や
困
り
ご
と
に
対

応
す
る
場
と
し
て
子
育
て
相
談
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
不
安
や
心
配
ご

と
を
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
を
向

い
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

▼
対
象
者

　

子
育
て
中
（
20
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
）
の
方
や
妊
産
婦

▼
場
所　

月
に
３
回

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
第
３
火
曜
日
）

　

バ
ン
ビ
ー
ニ
（
不
定
期
）

　

保
育
園
園
開
放
日（
第
１
水
曜
日
）

▼
時
間
（
予
約
不
要
）

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
は
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
）

▼
そ
の
他

・
保
健
師
、
助
産
師
、社
会
福
祉
士
、

保
育
士
な
ど
の
専
門
職
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

・
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

風
し
ん
抗
体
検
査
を実施

し
ま
す

保
健
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
３
０
０
２

　

風
し
ん
の
公
的
な
予
防
接
種
を
受

け
る
機
会
が
な
か
っ
た
年
代
の
方
に

風
し
ん
抗
体
検
査
お
よ
び
予
防
接
種

の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
６
月
村
集
団
健
診
で
実
施
さ

れ
る
特
定
健
診
ま
た
は
前
立
腺
が
ん

検
診
と
同
時
に
抗
体
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
予
約
不
要
で
す

の
で
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
ご
持
参
の

う
え
、受
付
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
送
付
し
た
通
知
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ

り
、
住
民
票
の
住
所
地
が
中
川
村

と
異
な
る
方

②
支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
や
住
民
票

の
な
い
方

③
離
婚
協
議
中
で
、
配
偶
者
と
別
居

し
て
い
る
方

④
未
成
年
後
見
人
、
施
設
な
ど
の
受

給
者
の
方

⑤
そ
の
他
、
中
川
村
か
ら
提
出
の
案

内
が
あ
っ
た
方

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
現
況
届
な
ど
の
児
童
手
当
の
申

請
が
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。児童手当制度

（記事ID:2124）

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

停
止
し
ま
す

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
43
・
44

　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の

た
め
、
次
の
日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
が
停
止
と
な
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
サ
ー
ビ
ス
停
止
日

　

５
月
22
日（
水
）・
23
日（
木
）・
31
日

（
金
）終
日

　

毎
年
６
月
に
提
出
し
て
い
た
だ
い

て
い
た
現
況
届
は
、
令
和
４
年
度
か

ら
原
則
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
引
き
続
き
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。



ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

宮
㟢　

正
博
さ
ん　
　
（
下　

平
）

　
　
　
　
　
　
（
83
歳
）

　

橋
本　

泰
壽
さ
ん　
　
（
三　

共
）

　
　
　
　
　
　
（
101
歳
）

　

座
光
寺　

清
子
さ
ん　
（
横　

前
）

　
　
　
　
　
　
（
98
歳
）

　

西
村　

五
介
さ
ん　
　
（
横　

前
）

　
　
　
　
　
　
（
90
歳
）

　

松
尾　

寿
慶
さ
ん　
　
（
南
田
島
）

　
　
　
　
　
　
（
81
歳
）

　

宮
㟢　

據
さ
ん　
　
　
（
南
田
島
）

　
　
　
　
　
　
（
90
歳
）

むらのできごと

　午前の小・中隊訓練では緊張感のある中、集中して訓練
が行われました。
　午後の観閲式では、その成果発表として、各中隊の訓練
展示やラッパ隊の迫力ある演奏展示が行われました。

４/21（日）　
中川村消防団春季訓練・観閲式が挙行

竹
林
整
備
用
チ
ッ
パ
ー
の
貸

出
し
、
安
全
講
習
会
を
開
催

し
ま
す産

業
振
興
課
耕
地
林
務
係

内
線
31

　

竹
林
整
備
で
伐
採
し
た
竹
を
チ
ッ

プ
に
し
て
有
効
活
用
す
る
た
め
、

チ
ッ
パ
ー
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

▼
貸
出
し
対
象
者

　

村
内
に
住
所
を
有
し
、
も
し
く
は

村
内
に
竹
林
を
所
有
す
る
個
人
（
複

数
人
で
作
業
が
で
き
る
方
に
限

る
）、
自
治
会
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
、
村
内
で
竹
林
整
備
活

動
を
行
う
方
で
、
村
が
開
催
す
る
使

用
者
安
全
講
習
を
受
講
し
た
方

※
業
務
委
託
者
の
使
用
を
目
的
と
し

た
貸
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
貸
出
し
機
器

　

竹
林
整
備
用
チ
ッ
パ
ー　

１
台

※
運
搬
用
ト
ラ
ッ
ク
は
使
用
者
で
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。（
軽
ト
ラ
ッ

ク
運
搬
不
可
）

　

ブ
リ
ッ
ジ　

１
組

▼
貸
出
し
期
間

　

原
則
７
日
以
内

▼
費
用

　

無
料
（
燃
料
は
使
用
者
負
担
）

※
使
用
者
は
、
事
故
や
怪
我
に
備
え

傷
害
保
険
な
ど
に
加
入
す
る
よ
う

努
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

６
月
18
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
（
荒
天
の
場

合
、
翌
日
に
順
延
）

▼
場
所

　

村
内
（
申
込
み
さ
れ
た
方
に
別
途

お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
申
込
期
限

　

６
月
14
日（
金
）

　

詳
し
く
は
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
使
用
者
安
全
講
習
会

チッパー
貸出し

（記事ID:9231）

指
定
ご
み
袋
購
入
チ
ケ
ッ
ト

回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

建
設
環
境
課
環
境
係

内
線
59
・
63

　

上
伊
那
広
域
連
合
で
は
、
ご
み
の

減
量
化
・
資
源
化
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
15
年
４
月
か
ら
、
ご
み
の

排
出
者
か
ら
排
出
量
に
応
じ
て
一
定

の
ご
負
担
を
い
た
だ
く
「
ご
み
処
理

費
用
の
有
料
化
」
を
実
践
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
一
環
で
毎
年
度
発
行
し
て
い

る
「
指
定
ご
み
袋
購
入
チ
ケ
ッ
ト
」

に
つ
い
て
、
有
効
期
限
が
令
和
６
年

（
２
０
２
４
年
）
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
チ
ケ
ッ
ト
の
回
収
を
行

い
ま
す
。

　

回
収
は
、
環
境
学
習
の
一
環
と
し

て
、
中
川
東
・
西
小
学
校
の
児
童
が

行
い
ま
す
の
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
回
収
し
た
チ
ケ
ッ
ト
は
そ

の
枚
数
に
応
じ
て
、
各
小
学
校
に
奨

励
金
が
交
付
さ
れ
、
小
学
生
の
活
動

資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　松本平広域公園やまびこドームで長野県市町村対抗駅伝
競走大会および長野県市町村対抗小学生駅伝競走大会が開
催され、補欠選手を含む18人が参加しました。
　結果は、一般52チーム中32位、小学生61チーム中48位
という結果でした。中川村代表として出場された関係者の
みなさん、ご協力ありがとうございました。

4/27（土）　長野県市町村対抗競走駅伝

小学生チーム
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今月は片桐保育園
「すみれ組」のみんなです

【利用時間】　月・火・木・金曜日：午前９時30分～午後４時
　　　　　　土・日曜日・祝祭日：午前10時30分～午後３時30分

【閉 所 日】　毎週水曜日

vol.152

お知らせ （バンビーニの６月の予定）
・就業相談　予約制
　６月３日（月）　午前10時～午後４時
　＊お子さん連れでも相談できます。
・おしゃべり会「赤ちゃん集まれ！」　予約制
　６月10日（月）　午後２時～３時
・村長さんを囲んでおしゃべり会　予約制
　６月18日（火）　午前10時30分～11時30分
・作業療法士さんに聞いてみよう　予約制
　６月８日（土）　午前11時～午後１時
　６月21日（金）　午前10時30分～12時30分
※急遽変更になる場合がありますので、「バンビーニGoogleカレ
　ンダー」または「中川村LINE公式アカウント」もご確認ください。

４月16日（火）　おさんぽに行こう！
　４組９人が参加。雨が降りそうなお天気だったため、急遽場所
をチャオ裏の公園に変更して行いました。遊具やシャボン玉で遊
んだり、たくさんのてんとう虫をみつけて触ってみたりと楽しい
時間が過ごせました。

最後の保育園生活。
いっぱい遊んで、思い出をたくさん作ろうね！

すみれ組（年長）
男の子７人　女の子６人　計13人

元気いっぱい！
笑顔いっぱいの毎日です☆

つどいの広場バンビーニ
Tel･Fax 88-3201
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２
０
２
４
年

（
令
和
６
年
）

⑤

再生紙を使用
しております

中川村の人口 【５月１日現在】
（　）内は対前月

人口	 男	 女	 世帯数
4,640人（－1）	 2,207人（－4）	 2,433人（＋3）	 1,714世帯（＋3）

緊急情報等配信サービス
村・学校からのお知らせや
緊急情報等をメールで受け
取ることができます。

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

LINEで情報を配信
村からのお知らせや緊急情
報等をLINEで受け取ること
ができます。

飯沼地区の棚田で田植えが行われました
　さわやかな晴天のもと、飯沼地区の傾
斜地に広がる棚田で田植えが行われまし
た。荒廃防止と酒米「美山錦」の栽培
から酒造りを通して地域の活性化を図る
取り組みとして例年行われているもので
す。
　田植えは主催の㈲ぱぱな農園と、伊那
食品工業㈱、米澤酒造㈱、飯沼地区有志
などの関係者約90人が参加し、棚田25
枚（約112アール）に機械と手植えで苗
を植えました。
　収穫は９月上旬に行われる予定で、地
酒「今錦おたまじゃくし」として商品化
されます。
　飯沼の棚田は農林水産省の「つなぐ棚
田遺産」に認定されており、さらなる地
域振興につながることが期待されます。

へ未来 なかがわ vol.69

●渡 辺　葵
あおい

 さん（竹ノ上）
東京都宝仙学園高等学校女子部 ２学年（16歳）

― 高校生活はどうですか。
　宝仙学園高等学校女子部はこども教育コー
スなので、普通の教科のほかに保育について
学んでいます。幼稚園実習などもあり、充実し
た学校生活を送っています。

― 今頑張っていることは何ですか。
　ダンス部に入りたくてこの学校を選んだの
で、部活を頑張っています。色々な大会で優勝
することを目標に、日々の練習に取り組んでい
ます。８月にはイギリスで行われる世界大会に
出場するので、それに向けて一生懸命頑張って
います。

― 10年後どうなっていたいですか？
　どんな道に進むかまだ分かりませんが、お世
話になっている方たちへの感謝を忘れずに、ど
んなことにも精一杯取り組めるような人になっ
ていたいです。

― 中川村の好きなところは何ですか。
　小さい頃からずっと一緒の友達がたくさんい
る場所なのでホッとします。自然が豊かで農作
物が美味しいところや、人の温かいところが好
きです。

― 中川村の未来に一言お願いします！
　豊かな自然がこのままずっと残っていてほし
いです。子どもたちがのびのび育っていけるよ
うな村であってほしいと思います。

友達と（左側）

部活のみんなで
（３列目右から４番目）


